

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　 日経新聞 産経新聞 読売新聞 毎日新聞 朝日新聞
６月26日 0 2 1 4 3
同夕刊 0 1 1 1 2
６月27日 5 3 7 14 14
同夕刊 1 1 0 3 2
６月28日 8 3 5 4 6
（日曜のため
夕刊なし） 　 　 　 　 　
６月29日 2 3 0 2 2
同夕刊 2 1 2 2 1
６月30日 3 2 5 7 4
同夕刊 0 0 0 0 0
７月１日 3 2 2 5 5
同夕刊 1 0 0 1 1
７月２日 0 1 2 0 6
同夕刊 0 0 0 0 0
計 25 19 25 43 46
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関連時系列表（新聞報道などをもとに作成）
2012年 現政権与党（当時野党）による憲法改正草案発表。
2013年 特定秘密保護法成立。
2014年7月 集団的自衛権限定的行使のための憲法解釈変更閣議決定。
2015年5月 「平和安全法制」国会審議開始。
同年6／4 衆議院憲法審査会参考人の憲法学者三名、集団的自衛権行使に対して違
憲表明。
6／5～ 国会前デモ相次ぐ。
6／25 与党若手・中堅議員による文化芸術懇話会において「マスコミを懲らし
める」（議員による発言）、「沖縄の２紙はつぶさないといけない」（懇話
会講師＝元NHK経営委員による発言）があったとされる。
6／26 共同通信「安保法案で報道批判続出　自民改憲派の勉強会」を配信。
同日 衆議院平和安全法制特別委員会で上記発言を野党が追及。
6／27 与党幹事長、懇話会で「不適切」発言した議員らに厳重注意。
同日 沖縄２紙についての発言者（懇話会講師）、「どう考えても私的なもの」「私
は『それ（＝議員発言「マスコミを懲らしめるには広告収入がなくなる
のが一番」）はダメです』と答えた」等と反論。
6／28 上記講師、沖縄２紙について「その時は冗談口調だったが、今はもう本
気でつぶれたらいいと思う」と発言。
6／30 「不適切」発言で注意を受けた議員の一人が「マスコミを懲らしめろな
んてことは一言も言ってない」等と反論するも再度厳重注意に。
9／19 「平和安全法制」参議院可決、成立。
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